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１．はじめに   

 白山市では、都市再生整備計画事業をはじめとした

鶴来地区のまちづくりに取り組んでいます。 

 また、平成２９年は、霊峰「白山」が開山から１３

００年を迎えます。白山市ではこの節目の年に市民参

加での交流、連携により「白山」への意識を高め、愛

着を深める事業に取り組むこととしています。その取

組の一部を紹介します。 

２．鶴来地区都市再生整備計画事業について 

 鶴来地区は、白山麓地域の玄関口として、白山比咩

神社の門前町として、また、製材業・醸造業等の産業

拠点として、古くから発展してきた歴史ある地域であ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本地区には、それらが育んだ伝統的な街並みや多種

多様な民俗文化、伝統工芸・特産品・産業が存在し、

様々な特色を持つ町として現在も５，０００人以上の

人々が生活を営んでいます。しかしながら、近年の人

口減少と少子高齢化、伝統産業・商業の不振など、本

地区を取り巻く環境は年々厳しさを増しています。さ

らには、平成２１年に北陸鉄道石川線鶴来駅～加賀一

の宮間の廃線に伴うまちなか来訪者数の減少やまちな

かでの買い物客の減少とそれに伴う空き店舗の増加等

により、市街地の空洞化に拍車がかかっています。 

一方で、白山比咩神社や獅子吼高原、石川県ふれあ

い昆虫館等が立地する南の観光拠点には年間９０万人

もの来訪者があり、この来訪者をいかにまちなかに誘

導するかが課題となっています。 

本地区には、豊かな自然環境をはじめ、伝統料理、

四醸造・獅子頭等の特産品、ほうらい祭り等のイベン

トなど、地域資源が豊富にあることから、これらの有

効活用と交通ネットワークの構築等により、来訪者を

まちなかに誘導し、多くの人々でにぎわう活力のある

まちなかの創出が期待されています。 
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このような背景の中で、石川線の一部廃線問題に対

処するために、地元関係者を中心とした「鶴来まちづ

くり委員会」を設立し、廃線問題という課題のみでな

く鶴来地区中心部の将来について活性化方策を再考し、

ハード・ソフト両面からまちづくりのあるべき姿とそ

の実現に向けた方策を検討してきました。 

平成２４年３月には、これらをまとめた「鶴来まち

づくり活性化計画書」を策定するとともに、これを受

けてまちづくりメニューの実践に向けた検討を行い、

整備計画では鶴来まちづくり活性化計画書の具現化を

図るべく、白山比咩神社からまちなかへの誘導・まち

なかで楽しく歩ける仕掛け作りを目標としたハード・

ソフト両面の整備を行っています。 

３．鶴来まちづくり協議会の体制づくり 

 鶴来まちづくり活性化計画を実行するため、平成２

５年に「鶴来まちづくり協議会」を設立し戦術メニュ

ーを推進してきましたが、地域住民が自分達でまちづ

くりを実行し、様々な課題を把握して意見を集約し事

業やまちづくりの参加者と連携するため、今年度、新

たなメンバーを加え組織改編しました。 

 まちづくりを実行するためのプロジェクトチームと

して、 

・旧加賀一の宮駅舎利活用プロジェクトチーム 

・サイクルタウンプロジェクトチーム 

・獅子吼活性化プロジェクトチーム 

・語り部プロジェクトチーム 

があります。 

４．まちなかへ誘導する「魅力」の整備 

 本地区には、手取川に沿って南北方向に、国道１５

７号や主要地方道金沢鶴来線、鶴来水島美川線等の幹

線道路が通過していますが、これらの道路を結ぶ東西

方向の道路が脆弱であることが、まちなかへの来訪者

を少なくさせる一因となっています。 

 今年度、都市再生整備計画事業において国道１５７

号から白山比咩神社表参道へのアクセス向上のため、

北陸鉄道より譲渡された鉄道敷を活用しながら、乗り

入れ道の整備に着手したところです。 

 また、前述の「旧加賀一の宮駅舎利活用プロジェク

トチーム」では、かねてより地元の鉄道利用者に愛さ

れ、保存と利活用の方法を探ってきた駅舎の再生と活

用について検討を重ねてきており、今年度、都市再生

整備計画事業において実施設計を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まちなかへ誘導する「足」の整備 

地区住民や来訪者を本地区の観光拠点やまちなか

に誘導するため、観光施設とまちなかを周遊しながら

連絡する周遊バスルートの整備を図る必要があります。 

 また、周辺地域からまちなかへの自転車利用者を呼

び込むために駐輪施設の整備、そして、手取キャニオ

ンロードとの連携と共に、鶴来駅や旧加賀一の宮駅に

レンタサイクルを備えたサイクリングターミナルを整

備し、バス等との連携強化により、自転車によるまち

なか誘客を促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「サイクルタウンプロジェクトチーム」においては、

歩行者や自転車利用者が観光施設の場所やトイレ、休

憩所など目的の場所に誘導するためのサイン計画、ロ

ードバイクなどの駐輪スタンドの整備などを検討して

います。 

▲再整備が待たれる旧加賀一の宮駅

▲はくさんＧＯレンタサイクル
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６．まちなかへ誘導する「しかけ」の整備 

 来訪者が楽しみながらまちなかを散策できるしかけ

づくりも求められ、まちなみ整備やまちなか散策ルー

トの設定をはじめ、継続性のあるイベントの実施、特

産品の製作体験をできる機会の提供等により、まちな

か散策の魅力向上を図り、誘客増加を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

具体的な取り組みとして「語り部プロジェクトチー

ム」は、子どもたちが、故郷への愛着を持つことがで

きるようにと、昨年度から取り組んできた活動を今年

度、新たにプロジェクトチーム活動として協議会に承

認された新しい活動です。今年度、（公財）いしかわま

ちづくり技術センターの「いしかわ子どもの未来創造

まちづくり事業」にも採択いただきました。鶴来高校

の２年生を中心に、つるぎ語り部チーム“ＹＯＨ！！

ほうらい”として、鶴来の歴史、文化、伝統、産業な

どを伝承するため、延べ１５時間を超える勉強会と実

地研修を重ねました。 

 得られた知識は、「ほうらい祭り」や「白山市まちづ

くりシンポジウム」において、多くの方々の前で披露

する機会が持て、充実した活動となりました。 

 今後は、高校生だけにとどまらず、鶴来の商店街の

みなさんや一般の方も対象を拡大し、観光客に鶴来の

魅力をお伝えできるような語り部の育成に取り組んで

いくこととしています。 

 また、獅子吼活性化プロジェクトチームにおいては、

民間事業者が撤退して、現在は白山市地域振興公社が

指定管理を行っている獅子吼高原についても、地域の

重要な観光資源として、利活用の方策について検討し

ていくこととしています。 

７．鶴来本町通り無電柱化事業の概要 

 事業主体：石川県 

 事業箇所：白山市鶴来本町三丁目～鶴来新町 

 道路延長：Ｌ＝429ｍ 

 道路幅員：Ｗ＝12ｍ 

 （車道 3.0ｍ×２、路肩1.0ｍ×２、歩道2.0ｍ×２） 

 石川県石川土木総合事務所さんのほうで、都市計画

道路鶴来本町通り線の無電柱化事業に取り組んでいた

だいています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

電線類の地中化により、良好な景観形成が図られるこ

とはもちろん、通行空間の安全性の確保、防災機能の

向上が期待されます。本地区は、自転車を活用したま

ちづくりを目指していることもあり、自転車利用者が

通行しやすいよう、路肩を広くとっていることが特徴

でもあります。 

 また、無電柱化事業に併せ、平成２７年１２月には、

景観まちなみ重点地区となる協定を地元と市で締結し、

指定区域内において建築行為等を行う際は、伝統的な

まちなみに配慮した修景を行うこととしており、古く

は鶴来街道として賑わいを見せた歴史ある通りの往時

の佇まいに近づけるような、伝統的で落ち着いた景観

づくりを目指します。 

 

 

 

 

 

 

▲高校生語り部の育成

▲整備後イメージ
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８．白山市まちづくりシンポジウムの開催 

 霊峰白山は平成２９年に開山から１３００年を迎え

る節目の年となります。 

 平成２８年１１月には、白山開山１３００年プレイ

ベントとして、鶴来地区のレッツを会場に「白山市ま

ちづくりシンポジウム」を開催しましたところ、地元

市民をはじめ、多くのまちづくり団体の関係者にお集

まりいただき、盛会に行われました。白山開山１３０

０年を契機に、自分たちの住んでいるまちを足元から

見直す契機となりました。 

 

 

９．おわりに 

 今後、鶴来地区における都市再生整備計画事業や各

種事業と併せ、様々な記念事業を行ってまいります。 

 この節目の年にぜひ白山市へお越しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲白山市まちづくりシンポジウムの様子

【問い合わせ先】 

白山市建設部都市計画課 TEL: 076-274-9558 

E-mail:keikaku@city.hakusan.lg.jp 
▲白山開山１３００年記念事業ロゴマーク

「いいとこ白山」白山開山１３００年記念事業 

 公式ホームページをオープンしました。（2017.3.7）※ 

※白山市観光連盟 

 



 
■ 背景 

今後の人口の急激な減少と高齢化に対応するため、

現在、全国の市町において「立地適正化計画」の策定

が進められており、本県では、平成２８年度末までに金

沢市と輪島市が策定・公表の予定です。 

今回は、この２つの計画の概要とポイントについて紹

介します。 

「立地適正化計画制度」 

概ね２０年後の都市のあるべ

き姿を想定し、市街化区域もし

くは都市計画区域内に「都市機

能誘導区域」と「居住誘導区域」

を定め、「都市機能誘導区域」

に誘導施設（医療、社会福祉、

子育て支援、商業等）を配置し

公共交通を軸としたエリアに

緩やかな集約を目指すための

計画 

※H26 都市再生特別措置法の 

改正により制度創設 

 

○ 輪島市立地適正化計画 

輪島市では人口 29,858 人（H22）が 30 年後に 13,706

人（H52）と 46％まで減少すると推計されています。「居

住誘導区域」は、旧市街地からあまり拡大していないこ

とから、現在の用途地域を基本に、輪島ＢＰの外側や土

砂災害特別警戒区域、地すべり防止区域を除いた区域

とし、低密度化を空き家の利活用や移住定住、拠点整

備等の施策により如何に食い止めるかがポイントです。 

 
＜輪島市立地適正化計画(案)＞ 

○ 金沢市集約都市形成計画 

金沢市では人口 462,361 人（H22）が約 30 年後に

418,660 人(Ｈ52)と 91％になると推計されています。人口

減少は他市町に比べ緩やかな傾向にありますが、長期

的な視点に基づく都市の段階的な再構築が必要と考え、

「居住誘導区域」は公共交通沿線(JR:半径 500m、バス・

石川線・浅野川線:半径 300m)とし、その他は市独自設

定の「一般居住区域」として設定します。ライフスタイル

や価値観に応じた居住の選択を住民に提供していると

ころがポイントです。  

 
＜金沢市集約都市形成計画(立地適正化計画)(案)＞ 

■ おわりに 

立地適正化計画は、都市計画マスタープランの土

地利用方針を具現化するためのツールであることか

ら、本来は将来的に、都市計画マスタープラン・立

地適正化計画・土地利用の見直しのセットで適正な

都市のあり方について検討を進めていくべきと考え

ております。 

今後、「人口減少社会における都市計画」にどのよう

に対応するか、先見性・発想力がこれまで以上に重要

になると考えます。 

※人口推計値は国立社会保障・人口問題研究所の推計値による 

 

 
【問合せ先】石川県土木部都市計画課都市政策ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

TEL   :076-225-1757  

E-mail:toshikei@pref.ishikawa.lg.jp  

「コンパクト・プラス・ネットワーク」 

まちづくりの動き 
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■ 木場潟公園における飲食店出店者の公募 

 木場潟公園は、広域公園として年々利用者が増加

しており、平成 27 年度は 70 万人を超える来園者で

賑わう公園です。 

木場潟公園では、飲食・物販サービスは自動販売

機しかないため、県内外からの来園者に対する「お

もてなし」の向上と本県屈指の白山眺望スポットを

活用した民間活力によるサービスの向上と賑わいの

創出を目的として、平成 28 年 9 月より西園地での飲

食施設出店者の公募を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 位置図（木場潟公園）― 

 

 

 

 

 

 

― 西園地からの白山眺望― 

平成 28 年 11 月には選定委員会により、小松市内

でホテル、レストランを経営している Hif リゾート

（株）に決定し、現在、店舗の設計をはじめとした

出店準備が進められています。 

昼の最新スタイルのカフェ、夕方からは加賀野菜

や地元食材をふんだんに使用した、本格的イタリア

ンディナーを提供することとしており、公園利用者

の憩いの場となるとともに、飲食を通じた来園者の

新たな増加と、公園の一層の魅力向上が期待されま

す。 

■ 金沢城公園「鶴の丸休憩館」 

  

 

 

 

 金沢城公園では、城郭としての価値と魅力、来園

者へのおもてなしの向上を図るため、菱櫓、五十間

長屋、橋爪門のパノラマが一望できる鶴の丸園地に

新たな休憩館の整備を進めてきました。 

 

 

 

 

 

 

― 完成イメージ ― 

■ 飲食施設の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 休憩スペースのイメージ（飲食サービスの提供） ― 

 公募により決定した民間事業者が運営する店舗は、

金沢城公園の雰囲気に合わせた和風とし、器に伝統

工芸品を使用し、和菓子やお茶などを提供するとと

もに、お客様に対し、県内のお菓子屋や伝統工芸を

扱う店舗などを紹介することとしています。 

 平成 29 年 4 月 23 日にオープンします。金沢城公

園にお越しの際は、ぜひお立ち寄り下さい。 

 
【問合わせ先】石川県土木部公園緑地課 

      TEL   :076-225-1772 

      E-mail: e251800a@pref.ishikawa.lg.jp 

菱櫓

鶴丸土塀 

五十間長屋 

橋爪門続櫓 

橋爪門 

西園地 
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■ 経緯 

 金沢市東山周辺は、「東山ひがし」「主計町」「卯辰

山麓」といった国の重要伝統的建造物群保存地区（い

わゆる重伝建地区）を有する歴史的・文化的に非常

に重要な地域であり、県内有数の観光拠点です。 

 都市計画道路寺町今町線（国道３５９号）は、旧

北国街道であるとともに、重伝建地区にも隣接して

いることから、歴史的な魅力を高めるとともに、歩

行者の安全性と回遊性の向上を目的として、平成２

３年度より無電柱化事業に着手しました。 

 浅野川大橋から安江金箔工芸館までの１３０ｍに

ついては、北陸新幹線金沢開業にあわせ部分完成し

ており、今回、残る１５０ｍが３月に完成する予定

となりました。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 事業概要 

路 線 名：（都）寺町今町線（国道３５９号） 

事業区間：金沢市東山３丁目地内 

事業期間：Ｈ２３～Ｈ２８ 

事業延長：Ｌ＝２８０ｍ、Ｗ＝１５．５ｍ 

     （歩道幅１．７５ｍ×両側）無電柱化 

事 業 費：６７７百万円 

 

 

 

 

 

■ コスト縮減 

東山地区では、既存ストックを活用したコストの

縮減を図っています。これは、NTT の既存の未使用

管を譲り受け、それを活用することで、電線管材料、

掘削等の工事費を縮減するものです。 

 
― 標準断面図 ― 

■ まちづくり協議会 

整備にあたっては、地元まちづくり協議会が主体

となり、街灯や歩道のデザインを決定しました。 

また、地域の更なる活性化のために地元小学校の

PTA が主催する「金沢子ども竹灯り」に参画し、将

来を担う子どもたちに、東山大通りの歴史や近年の

動向を知ってもらう取り組み等を行っています。 

 

― まちづくり活動 ― 

■ おわりに 

今年度より、森山１丁目交差点までの２６０ｍに

ついても、新たに事業に着手したところです。 

 今後とも、地元と連携を図りながら、整備促進に

努めてまいります。 

 

【問合わせ先】 

石川県土木部都市計画課 街路・都市交通Ｇ 

     TEL   :076-225-1758 

     E-mail:gairo@pref.ishikawa.lg.jp 

－ 事業位置図 － 
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■金澤町家情報館とは 

 金沢は、藩政期より約 430 年間、戦禍や大規模災

害に遭うことがなかったことから、多くの貴重な歴

史文化資産が残っています。 

 市内には、建築基準法が制定された昭和 25 年以前

から存在する木造建築物が約 6,000 棟残っており、

金沢らしいまちなみを構成していることから、本市

では、これらを貴重な歴史文化資産であると捉え、

「金澤町家」と名付け、保全と活用に努めています。 

本市は、平成 28 年 11 月、金澤町家のひとつであ

る「旧川縁米穀店」を改修整備し、金澤町家の保全

と活用を推進する総合情報発信拠点として、「金澤町

家情報館」を開館しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■金澤町家情報館の３つの機能 

金澤町家に関する３つの機能を備えています。 

①総合相談窓口 修繕、売買、賃貸など 

②情報発信  再生活用モデルとしての見学や 

改修事例などの様々な情報提供 

③空間体験 空間を活かした文化体験などの 

イベントの開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

■金澤町家再生活用モデルとしての見どころ 

①居住性の向上 

  金澤町家の再生活用において、特に改修の必

要となる箇所のひとつが水まわりです。 

  設備機器を現代的な 

ものに更新することや、 

床下等の断熱などの対 

策を講じることにより、 

居住性の向上が期待で 

きます。 

 

②耐震性の向上 

  古い建物であるからといって、耐震性が低い

とは一概にはいえません。適切な修繕や耐震補

強により、伝統構法による建物本来の耐震性能

が発揮でき、耐震性の向上が期待できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、午後６時から９時までに限り、一部を会

議室としてご利用いただけます（要予約、有料）。 

ぜひ一度、金澤町家情報館へお越しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合わせ先】 

金沢市文化スポーツ局町家保全活用室 

   TEL:076-220-2311 

   E-mail:rekishitoshi@city.kanazawa.lg.jp

   金澤町家情報館（9:00～17:30、水曜日休館）

   TEL:076-208-3231 

   E-mail:kanamachi@city.kanazawa.lg.jp 

      URL:http://kanazawa-machiyajouho.jp 

情報発信コーナー 

現代的な設備に更新 

耐震壁としての面格子 柱の根継ぎによる健全化 
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金澤町家情報館が開館しました 



 

 

 

□ 各地のまちづくりリーダーが集結 

 当センターでは、“将来のまちづくりを担う子供た

ちと一緒にまちを知り、考える活動を支援する「いし

かわこどもの未来創造まちづくり事業」”と“地域の

風土・食・伝統をテーマとしたまちづくり活動を支援

する「我（和）がまちづくり（いしかわ地域の魅力創

造まちづくり事業）」”の２事業により、地域のまちづ

くり活動への助成を行っています。 

今回、活動団体からの報告と、各地でご活躍されて

いる方々と意見交換を行う「まちづくりリーダー研修

会」を開催しました。 

□ 開催の概要 

● 開催日：平成２９年２月１９日（日） 

● 場 所：石川県勤労者福祉文化会館２Ｆ 

● 内 容：【第１部】活動団体からの報告（９団体） 

    【第２部】意見交換会 

    【認定証交付式】 

 

 

 

□ 県内各地の様々な活動の取り組みを報告！  

 第１部の活動報告では、今年度助成した９団体から

取り組んだ内容について報告がありました。活動団体

の作品等も会場に並び、地域ならではの思いが伝わる

報告となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 意見交換会 

 第２部では、活動団体のリーダーや委員、来場者の方

と意見交換をしました。ここでは、活動の広げ方や現在

の課題などについて意見を出し合い、今後のまちづくり

活動の参考としました。また団体間の交流の場として更

に活動が広がる事が期待されます。 

 

 

□ 認定証交付式 

研修会の最後には 

活動団体へ今後の活 

躍の期待を込め、認 

定証交付式が行われ 

ました。 

□ 参加者の声 

・様々な活動、現状、呼びかけの方法などを知る事が出

来、勉強になりました。 

・様々なアプローチによるまちづくりを見ることができ、

大変興味深かった。 

・５年後、１０年度の地域のためと考え方は全く同感。

このような活動に取り組んでいる人には頭が下がる。

キーワードは「楽しむ」 

・実際に活動の主軸を担っている方々の話は、苦労の面な

どが分かりとても良かった。 

 

【研修会の様子を見てみたい。そんな方へお知らせ】 

リーダー研修会報告資料をお届けします。当センターへお問い

合わせ下さい。 

▲ 意見交換会の様子 

 

今回は「⽩⼭市鶴来地区の都市再⽣整備計画事業」について特集しました。 
地域のまちづくりを盛り上げるには、世代を超えた地域住⺠との協働や、地域の声を反映し 
た取り組みが不可⽋であることを再認識することができました。 

⽩⼭開⼭１３００年という節⽬の年に、⽩⼭の奥深い魅⼒を感じてみてはどうでしょうか。 
当センターででは、今後も皆さまのまちづくりのサポートを⾏っていきたいと 

思います。お気軽にお問い合わせ下さい。 

▲ 研修会の様子 

▲ 活動時の制作物の展示 

▲ 認定証交付式 

編集協力：石川県(都市計画課、建築住宅課、

公園緑地課)、金沢市、白山市 

発行：公益財団法人  

いしかわまちづくり技術センター 

TEL:076-232-2255 FAX:076-232-2532 

HP : http://www.machisen.jp/ 

発行日：平２９年３月 
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